
別
府
八
湯
町
お
こ
し
報
告

気
今
日
新
聞
』
記
事
提
供
‐
‐

‐
‐
『
大
分
合
同
新
聞
』
同
右
‐
‐

市
内
五
地
区
「
歩
こ
う
会
」

　
郷
土
の
歴
史
と
文
化
を
探
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
　
　
集
　
　
部

　
一
　
竹
瓦
か
い
わ
い
路
地
裏
散
歩

　
　
　
　
　
出
合
い
で
世
界
広
が
る

　
現
在
（
平
成
十
五
年
）
月
に
一
回
な
い
し
二
回
行
わ
れ
て
い
る
町
歩

き
（
別
府
八
湯
ウ
ォ
ー
ク
）
だ
が
、
回
数
を
増
や
し
て
日
常
化
さ
せ
る

試
験
運
行
が
二
月
一
日
か
ら
四
月
六
日
ま
で
、
実
施
さ
れ
た
。
昨
年
九

月
に
発
足
し
た
「
別
府
八
湯
ト
ラ
ス
ト
」
が
主
催
し
、
別
府
市
観
光
協

会
の
「
語
り
部
の
会
」
が
協
力
す
る
。

　
新
た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
養
成
し
よ
う
と
、
今
月
十
目
か

ら
十
九
日
ま
で
五
回
に
わ
た
り
、
実
際
に
竹
瓦
路
地
裏
散
歩
と
山
の
手

レ
ト
ロ
散
策
の
コ
ー
ス
を
歩
い
て
研
修
が
行
わ
れ
た
。
「
語
り
部
の
会
」

受
講
生
の
中
か
ら
現
在
九
人
が
参
加
し
、
必
死
に
解
説
内
容
を
身
に
付

け
、
慣
れ
な
い
マ
イ
ク
を
片
手
に
奮
闘
し
た
。

　
山
の
手
レ
ト
ロ
散
策
の
案
内
を
担
当
す
る
認
’
一
人
ガ
イ
ド
〃
の
一

人
、
二
野
宿
ス
ミ
さ
ん
。
大
阪
の
病
院
で
働
き
定
年
退
職
で
別
府
に
移

り
住
ん
だ
。
「
温
泉
で
の
ん
び
り
し
よ
う
と
別
府
に
住
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
や
は
り
何
か
お
役
に
立
つ
こ
と
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

ね
」
。
ま
だ
ぎ
こ
ち
な
い
も
の
の
、
解
説
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
す
っ
か
り
頭

に
叩
き
込
ん
で
よ
ど
み
な
い
説
明
ぶ
り
。
「
女
性
３
人
が
交
代
で
担
当

し
ま
す
が
、
自
分
な
り
の
も
の
を
織
り
込
み
た
い
」
と
抱
負
。
「
命
懸

け
で
す
」
と
意
気
込
む
。

　
竹
瓦
界
隈
路
地
裏
散
歩
の
ご
前
人
ガ
イ
ド
〃
の
一
人
、
公
務
員
の
北

洋
健
一
さ
ん
は
「
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
人
と
触
れ
あ
っ
た
り
、
知
ら

な
い
場
所
に
行
っ
た
り
し
て
、
自
分
の
世
界
が
広
が
る
。
自
分
を
向
上

さ
せ
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
」
と
ガ
イ
ド
の
楽
し
さ
も
語
る
。
－
「
別

府
の
活
性
化
に
役
立
ち
た
い
」
、
と
。

　
去
る
竹
瓦
界
隈
路
地
裏
散
歩
の
研
修
で
は
、
ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
の
平

野
芳
弘
さ
ん
が
同
行
。
「
住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
マ
ナ
ー

田の湯館前で解説の練習をする二野宮さん
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ベテランの平野さん(右)がアドバイス＝竹瓦温泉前で

を
守
る
こ
と
が
大
事
」
と
ア
　
　
地
獄
神
社
、
別
府
公
園
、
聴
潮
間
。

ド
バ
イ
ス
。

　
別
府
八
湯
ト
ラ
ス
ト
町
歩

き
担
当
の
野
上
奉
生
さ
ん
に

よ
る
と
、
研
修
生
た
ち
の
や
る

気
は
非
常
に
盛
り
上
が
っ
て

い
る
。
た
だ
期
間
中
の
町
歩
き

回
数
が
多
い
た
め
、
さ
ら
に
ガ

イ
ド
希
望
者
を
募
集
し
て
お

り
「
ま
だ
人
数
が
足
り
な
い
。

や
っ
て
み
た
い
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　
期
間
中
に
行
わ
れ
る
の
は
竹
瓦
界
隈
路
地
裏
散
歩
（
月
曜
日
を
の
ぞ

く
毎
日
で
）
、
山
の
手
レ
ト
ロ
散
策
（
毎
週
金
・
土
・
日
曜
日
）
で
そ

れ
ぞ
れ
午
前
十
時
に
Ｊ
Ｒ
別
府
駅
集
合
、
参
加
費
七
〇
〇
円
（
お
や
つ

付
き
）
。
そ
れ
ぞ
れ
主
な
コ
ー
ス
は
「
竹
瓦
界
隈
路
地
裏
散
歩
」
が
駅

前
高
等
温
泉
、
国
際
民
宿
こ
か
げ
、
や
よ
い
銀
天
街
、
喫
茶
ア
ホ
ロ
ー

ト
ル
、
友
永
パ
ン
、
長
寿
味
噌
、
別
府
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
児
童
館
、

紙
屋
温
泉
、
羽
衣
温
泉
、
中
浜
地
蔵
尊
、
楠
温
泉
、
寿
温
泉
、
鶴
田
家

こ
て
絵
、
波
止
場
神
社
、
竹
瓦
温
泉
。

　
「
山
の
手
レ
ト
ロ
散
策
」
（
次
節
）
が
岡
本
太
郎
画
伯
の
壁
画
、
野
口

病
院
、
田
の
湯
温
泉
、
田
の
湯
館
、
中
央
公
民
館
、
九
日
天
温
泉
、
宮

　
二
　
山
の
手
レ
ト
ロ
散
策

　
　
　
　
　
洒
落
た
建
造
物
、
参
加
料
も
お
得

　
ま
も
な
く
三
年
を
迎
え
る
山
の
手
レ
ト
ロ
散
策
。
そ
の
名
の
通
り
レ

ト
ロ
な
別
荘
や
公
共
建
築
な
ど
見
所
が
多
く
、
お
し
ゃ
れ
な
山
の
手
地

域
を
め
ぐ
る
ウ
ォ
ー
ク
は
毎
月
第
一
ロ
曜
目
に
開
催
さ
れ
て
い
る
（
主

催
・
別
府
八
湯
山
の
手
倶
楽
部
）
。

　
午
前
十
時
に
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
タ
ワ
ー
下
に
集
合
。

タ
ワ
ー
上
の
展
望
台
か
ら
ロ
マ
ン
香
る
別
府
の
一
大
自
然
景
観
の
誕
生

と
別
府
八
湯
の
個
性
を
説
明
し
て
別
府
市
内
の
眺
望
を
楽
し
み
、
ま
た

真
下
に
は
広
大
な
敷
地
の
中
山
別
荘
（
旧
和
田
豊
治
氏
邸
）
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
主
な
コ
ー
ス
は
大
正
十
三
年
建
築
の
京
大
地
球
無
学
研
究
施
設
、

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
、
別
府
観
光
の
父
油
屋
熊
八
翁
記
念
碑
の
あ
る
別
府

公
園
を
抜
け
、
昭
和
初
期
の
高
級
住
宅
で
あ
る
青
山
町
の
聴
潮
間
高
橋

記
念
館
で
お
茶
と
お
菓
子
の
休
憩
。

　
柳
原
白
蓮
の
歌
碑
な
ど
赤
銅
御
殿
跡
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
‘
大
塚
博
堂
の
生
誕
地
跡
、
昭
和
三
年
建
築
の
元

別
府
市
公
会
堂
（
現
別
府
市
中
央
公
民
館
）
、
レ
ト
ロ
な
洋
館
の
田
の

湯
館
、
サ
ン
ド
ラ
ッ
グ
ビ
ル
の
岡
本
太
郎
壁
画
「
緑
の
太
陽
」
、
大
正

十
一
年
に
開
設
さ
れ
た
洋
風
建
築
の
野
口
病
院
ま
で
約
二
時
間
半
の
行
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程
を
め
ぐ
る
。

　
ち
な
み
に
、
最
近
新
聞
記
事
な
ど
で
も
話
題
に
な
っ
た
「
緑
の
太

陽
」
は
ビ
ル
壁
面
に
、
信
楽
焼
の
陶
板
タ
イ
ル
を
張
り
付
け
た
も
の
。

大
阪
万
博
で
岡
本
氏
は
シ
ン
ボ
ル
「
太
陽
の
塔
」
を
作
っ
た
が
、
そ
の

前
年
の
四
十
四
年
八
月
二
十
六
日
に
除
幕
さ
れ
て
い
る
。

　
昼
食
は
信
濃
屋
の
タ
ン
ゴ
汁
、
ま
た
は
青
山
コ
ー
ヒ
ー
舎
の
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
バ
イ
キ
ン
グ
の
ど
ち
ら
か
を
選
べ
る
。
さ
ら
に
希
望
者
は
、
終

了
後
に
ホ
テ
ル
「
白
菊
」
で
入
浴
も
で
き
る
。

　
参
加
費
は
一
五
〇
〇
円
で
、
他
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
比
較
す
る
と

高
い
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
タ
ワ
ー
や
聴
潮
間
の
入
場
料
・
昼
食
代
・
写

真
代
、
白
菊
の
入
場
料
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
払
っ
た
場
合
を
考
え
る

昔から変わらない聴潮間の応接間

と
非
常
に
お
得
な
値
段

設
定
に
な
っ
て
お
り
、

至
れ
り
尽
く
せ
り
の

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
内
容
の

ウ
ォ
ー
ク
で
あ
る
。

　
平
成
十
二
年
九
月
に

第
一
回
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
次
回
九
月
七
目

で
ま
る
三
年
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
加
え
、

市
観
光
協
会
・
語
り
部

の
会
ガ
イ
ド
脱
会
の
人

大正13年築の京都大学地球無学研究施設

た
ち
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
ウ
ォ
ー
ク
も
毎
週
日
曜
日
（
第
一
を
の
ぞ
く
）

に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
午
前
十
時
に
Ｊ
Ｒ
別
府
駅
の
案
内
所

前
集
合
で
、
参
加
費
は
七
〇
〇
円
（
お
や
つ
付
き
）
。

　
三
　
浜
脇
温
泉
セ
ピ
ア
色
散
歩

　
　
　
　
　
心
落
ち
つ
く
古
い
町
並
み

　
今
年
（
平
成
十
五
年
）
二
月
か
ら
、
毎
週
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て

い
る
の
が
「
浜
脇
温
泉
セ
ピ
ア
色
散
歩
」
（
浜
脇
倶
楽
部
安
藤
康
男
さ

ん
）
。
明
治
四
十
四
年
開
業
当
時
の
姿
を
残
す
Ｊ
Ｒ
東
別
府
駅
に
午
前
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十
時
集
合
で
、
参
加
費
七
〇
〇
円
（
お
や
つ
代
込
み
）
。

　
別
府
の
温
泉
場
の
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
浜
脇
は
、
再
開
発
事
業
で
大

き
く
姿
を
変
え
て
い
る
も
の
の
、
明
治
－
大
正
Ｉ
昭
和
初
期
の
建
物
が

多
く
、
参
加
者
の
心
を
癒
し
て
く
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
主
な
コ
ー
ス

は
、
駅
前
か
ら
旧
東
町
の
昔
の
ま
ま
の
風
情
を
残
す
ゆ
る
や
か
な
カ
ー

ブ
の
進
を
進
み
、
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
阿
部
久
綿
店
で
昔
の
商

家
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
た
り
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
共
同
井
戸
で
は
水

汲
み
体
験
も
。
沿
道
に
明
治
四
年
築
の
桝
綴
糸
永
家
の
ど
っ
し
り
し
た

建
物
や
、
戦
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
阿
部
京
商
店
の
レ
ト
ロ
な
看
板
も
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
途
中
は
山
手
に
上
っ
て
、
長
覚
寺
（
下
ん
寺
）
と
崇
福
寺
（
上
ん
寺
）

を
め
ぐ
り
、
浜
脇
や
別
府
全
体
の
眺
望
も
楽
し
む
。
か
つ
て
の
名
所
浜

脇
公
園
（
現
在
は
浜
脇
中
学
校
）
、
滝
壷
の
水
し
ぶ
き
が
涼
し
げ
な
河

内
渓
谷
や
修
福
寺
を
め
ぐ
る
。

　
後
半
は
旧
国
道
以
前
の
主
要
道
た
っ
た
西
町
を
行
き
、
明
治
以
前
に

さ
か
の
ぽ
る
と
思
わ
れ
る
ど
っ
し
り
し
た
土
蔵
作
り
の
建
物
や
、
明
治

二
十
二
年
建
設
当
時
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ぬ
姿
を
見
せ
る
荒
金
家
な
ど
を
眺

め
、
最
後
は
大
正
六
年
築
の
立
派
な
洋
館
平
尾
邸
の
堂
々
と
し
た
姿
に

圧
倒
さ
れ
る
と
い
う
次
第
。

　
か
つ
て
の
遊
郭
の
面
影
を
残
す
建
物
や
、
今
で
は
珍
し
く
な
っ
た
木

造
三
階
建
て
な
ど
も
見
な
が
ら
、
旧
新
町
の
新
玉
旅
館
で
手
作
り
の
お

い
し
い
漬
け
物
な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
感
想
を
述
べ
あ
う
。
参
加
者

浜脇１丁目の井戸そぱでお茶の接待を受けるウォーク参加者（H15.2.4）
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か
ら
は
、
古
い
建
物
を
大
切
に
使
っ
て
い
る
生
活
ぶ
り
に
感
銘
を
受
け

た
と
い
う
声
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　
県
道
・
別
府
挟
間
線
の
道
路
工
事
で
、
こ
こ
二
年
ほ
ど
の
間
に
東
別

府
駅
前
か
ら
旧
国
道
沿
い
の
町
並
み
は
次
々
に
姿
を
消
し
様
子
が
一
変

し
て
き
て
い
る
。
昨
年
八
月
は
明
治
十
年
開
業
の
天
神
丸
・
日
名
子
装

飾
が
、
一
昨
年
十
月
に
は
一
七
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ
っ
た
左
甲
斐
家

（
天
保
二
年
築
）
が
更
地
に
変
わ
っ
た
。
変
貌
し
つ
つ
あ
る
と
同
時
に
、

い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ぬ
浜
脇
を
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
て
見
つ
め
て
み
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
四
　
鉄
輪
湯
け
む
り
散
歩

　
　
　
　
　
お
や
つ
で
お
腹
い
っ
ぱ
い

　
別
府
市
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
中
で
も
、
ス
タ
ー
ト
し
て
三
年
半
に

な
る
の
が
「
鉄
輪
湯
け
む
り
散
歩
」
。

　
地
元
の
町
作
り
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
鉄
輪
湯
け
む
り
倶
楽

部
」
メ
ン
バ
ー
‘
が
ガ
イ
ド
を
っ
と
め
、
毎
月
第
三
日
曜
日
に
実
施
し

て
い
る
。
ち
な
み
に
昨
年
度
だ
け
で
も
臨
時
開
催
分
を
含
め
て
合
計

二
十
九
回
に
も
上
り
、
六
〇
三
人
も
の
人
が
町
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
る

と
い
う
盛
況
ぶ
り
。

　
次
回
は
今
月
十
七
日
で
、
午
前
十
時
に
大
分
み
ら
い
信
用
金
庫
鉄

輪
支
店
向
か
い
側
の
「
大
谷
公
園
」
集
合
。
駐
車
場
は
同
支
店
駐
車
場

を
利
用
で
き
る
。
参
加
費
用
は
七
〇
〇
円
（
お
や
つ
、
記
念
写
真
代
込

み
）
。
も
う
も
う
と
立
ち
上
る
湯
け
む
り
の
側
溝
な
ど
か
ら
も
立
ち
土

る
湯
け
む
り
の
情
緒
は
、
鉄
輪
温
泉
な
ら
で
は
の
こ
と
。
珍
し
い
「
地

獄
蒸
し
釜
」
も
参
加
者
を
驚
か
せ
る
。

　
入
り
込
ん
だ
ら
道
に
迷
い
そ
う
な
裏
通
り
を
歩
く
の
も
、
こ
の

ウ
ォ
ー
ー
ク
の
特
徴
。
さ
ら
に
参
加
者
を
大
喜
び
さ
せ
て
い
る
の
が
、
行

く
先
々
で
出
し
て
く
れ
る
お
や
つ
。
そ
の
時
々
で
メ
ニ
ュ
ー
の
変
更

は
あ
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
鉄
輪
豚
ま
ん
、
地
獄
釜
で
ふ
か
し
た
サ
ツ

マ
イ
モ
や
温
泉
卵
、
さ
ら
に
石
垣
も
ち
や
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
の
振
る
舞
い

が
あ
り
、
昼
食
は
つ
い
て
い
な
い
も
の
の
ウ
ォ
ー
ク
終
了
時
は
「
お
腹

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
」
と
満
足
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

　
主
な
コ
ー
ス
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
第
二
十
二
世
門
主
の
「
大
谷

光
瑞
終
焉
の
地
」
で
あ
る
大
谷
公
園
を
皮
切
り
に
、
大
谷
会
館
、
東
郷

青
児
の
巨
大
な
絵
が
飾
ら
れ
て
い
る
鬼
山
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
ー
、
県
温
泉
熱

花
き
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
、
十
万
地
獄
公
園
、
珍
し
い
青
い
色
の
温
泉

が
あ
る
神
和
苑
、
湯
沢
家
で
休
憩
。
大
黒
屋
の
地
獄
蒸
し
釜
、
市
営
熱

の
湯
、
サ
カ
エ
家
を
経
て
、
鉄
輪
豚
ま
ん
本
舗
、
留
学
生
か
開
い
た
雑

貨
屋
「
鉄
愉
楽
星
」
、
市
営
む
し
湯
、
】
遍
上
人
坐
像
が
安
置
さ
れ
て

い
る
温
泉
山
永
福
寺
な
ど
。

　
「
日
頃
入
れ
な
い
場
所
に
も
行
け
る
の
が
魅
力
で
は
」
と
ガ
イ
ド
の

で
人
、
河
野
健
司
さ
ん
（
ひ
ょ
う
た
ん
温
泉
）
。
観
光
コ
ー
ス
と
は
ち

が
う
湯
治
場
の
雰
囲
気
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
え
、
差
し
入
れ
の
お
や
つ
で

お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
い
う
、
鉄
輪
の
ウ
ォ
ー
ク
を
コ
屋
体
験
し
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大量の湯が流れ込む゛湯のJIにも

　　　鉄輪ならではの風景

道に迷いそうな裏通りを行く

て
み
る
の
も
よ
い
の
で
は
…
…
。

　
こ
の
他
、
俳
句
の
「
鉄
輪
湯
け
む
り
散
歩
」
の
句
碑
（
十
基
）
も
い

た
る
所
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
文
学
好
き
の
人
に
も
楽
し
め
る
町
歩
き

と
な
っ
て
い
る
。

　
五
　
人
情
の
町
亀
川
湯
遊
散
策

　
　
　
　
　
豊
か
な
温
泉
と
レ
ト
ロ
な
町

　
亀
川
地
区
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、
こ
の
ほ
ど
住
民
有
志
と
学
生
が

結
成
し
た
町
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
別
府
八
湯
亀
川
温
泉
『
羞
カ
メ
倶
楽

部
』
」
（
世
話
人
代
表
・
高
橋
東
洋
雄
さ
ん
）
が
主
催
す
る
亀
川
ウ
ォ
ー

ク
。
こ
れ
ま
で
に
三
回
開
催
さ
れ
、
合
わ
せ
て
八
十
人
余
り
が
豊
か
な

温
泉
と
古
い
町
並
み
を
実
感
し
た
。
四
の
湯
、
亀
陽
泉
、
浜
田
な
ど
有

名
な
共
同
浴
場
が
あ
り
、
古
く
か
ら
湯
治
場
と
し
て
栄
え
た
亀
川
温
泉

場
。
至
る
と
こ
ろ
に
源
泉
が
見
ら
れ
、
各
家
庭
で
も
内
湯
を
設
け
て
い

る
な
ど
豊
富
な
湯
量
が
参
加
者
を
驚
か
す
。

　
主
な
コ
ー
ス
は
、
東
別
府
駅
と
同
じ
く
明
治
四
十
四
年
五
月
開
業

時
の
姿
を
と
ど
め
る
亀
川
駅
を
出
発
し
、
浜
田
の
旧
国
道
沿
い
で
は
そ

れ
ぞ
れ
明
治
－
大
正
か
ら
の
長
い
歴
史
を
持
つ
小
松
屋
旅
館
と
米
屋
旅

館
、
そ
れ
に
竜
の
鏝
絵
、
昭
和
初
期
か
ら
そ
の
ま
ま
の
姿
を
見
せ
る
岩

男
自
転
車
店
、
昭
和
十
年
築
の
堂
々
と
し
た
宮
造
り
の
旧
浜
田
温
泉
な

ど
。

　
踏
切
を
わ
た
り
亀
川
中
央
町
で
は
、
か
つ
て
は
風
情
あ
る
名
所
だ
っ

た
亀
の
甲
広
場
、
江
戸
時
代
に
栄
え
た
蕩
耶
泉
跡
を
は
じ
め
熱
い
湯
が

あ
ふ
れ
出
る
泉
源
の
数
々
、
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
珍
し
い

輪
蔵
（
仏
堂
の
中
心
に
軸
を
立
て
八
面
の
経
棚
を
設
け
、
こ
れ
に
一
切

経
を
納
め
て
自
由
に
回
転
す
る
装
置
）
が
あ
る
西
光
寺
や
信
行
寺
、
古

く
か
ら
栄
え
た
共
同
浴
場
「
四
の
湯
温
泉
」
界
隈
を
回
る
。
さ
ら
に
旧

国
道
沿
い
の
古
い
建
物
の
う
ち
、
明
治
二
十
三
年
築
の
陶
器
店
「
か
ら

つ
や
」
で
は
内
部
の
見
学
も
行
い
、
ど
っ
し
り
と
し
た
造
り
と
旧
家
の

懐
か
し
い
雰
囲
気
を
存
分
に
堪
能
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
ウ
ォ
ー
ク
で
は
ほ
か
に
小
松
屋
旅
館
や
伊
藤
酒
店
の

内
部
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
蕩
耶
泉
方
面
で
広
い
庭
や
手
の

込
ん
だ
細
工
を
ほ
ど
こ
し
た
立
派
な
離
れ
が
あ
る
個
人
住
宅
を
開
放

し
て
も
ら
い
、
亀
川
の
歴
史
を
実
感
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。
毎
月
第
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一
目
曜
日
、
午
前
十
時
に
亀
川
駅
集
合
。
参
加
費
は
お
や
つ
付
き
七
〇

〇
円
。
問
い
合
わ
せ
は
、
事
務
局
の
藤
井
石
油
（
○
九
七
七
―
六
六
―

二
Ｉ
九
七
番
）
ま
で
。

　　四回……………………“
鰯･…

…二芦糎環震

　　　･冒涜,･‘･｀'沁乙.　　　･'
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元鍛冶屋の壁には

　ユニークな鏝絵

〔写真はいずれも

　　　　｢今日新聞｣〕矢黒宮司（右）の解説を聞く参加者＝竃門八幡で
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